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第 2 章では，第 1 章で用いた差分法による数値解析を，塔内の温度およびエンタルピの分布が二次
元的に取り扱える場合の直交流形蒸発冷却塔に適用し，三流体の状態値計算法を明らかにして，向流
形蒸発冷却塔の性能と比較する資料を得ている。
第 3 章では，第 1 ， 2 章の数値計算に必要な，湿り空気の飽和限界線を表わす精度のよい二次式を
求め，それらの式を向流接触装置の移動単位数の計算に適用し，操作線が直線となる場合の，実用操
作範囲における移動単位数の計算図表を作製している。







第 3 章では，充てん材料をそう入した 7 種類の熱交換器を試作して，充てん材による塔性能改善の
ための実験を行ない，充てん材の適正表面積を明らかにするとともに，塔性能改善の指針を与えてい
る。
第 4 章では，湿球温度基準の温度効率をもとにして， N.T.U. 設計に基づく， 向流形蒸発冷却塔
のー設計法を提示し，また，差分法による三流体の状態値決定法が，実測値とよく合うこと，そして
これが塔の大きさと操作条件が与えられたときの，出口プロセス流体温度の精密な決定に利用できる
ことを明らかにしている。
総括は以上の研究結果の要約である。
論文の審査結果の要旨
この論文は，最近空気調和その他の分野で要求の高まってきた蒸発冷却塔において，その性能と設
計法を理論的および実験的に研究したものであって蒸発冷却塔内における三流体の状態値を求める計
算法を示し，熱および物質移動特性に新しい知見を加え，塔性能改善の指針を与えるなど，その設計
に有用な資料を提供するとともに，設計法の確立に寄与するものである。
以上の結果は，伝熱工学および工業上貢献するところが大きく，この論文は博士論文として価値あ
るものと認める。
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